
　東日本大震災とその後の電力供給の逼迫化は、我が国経済に未曾有の長

期的なダメージを与えており、国内のみならず海外の企業にも大きな影響

を与えていることはご存知のとおりです。加えて海外に比べて割高な法人

税、円高、少子化人口減、ＴＰＰ参加の先送り、不透明化しているエネルギー

問題等、五重苦とも六重苦とも言われる苦難に何らの道筋も示せない政権

運営に苛立ちを禁じえません。

　このような将来展望が見えない不安定な状況の中、我が国のサッカーチー

ム「なでしこジャパン」は、７月に開催された国際女子ワールドカップで、今まで全く勝てなかっ

た相手に勝利し、劇的な優勝をし、国民に勇気と希望を与える快挙を成し遂げました。大半の選手

がアルバイトやパートとして働きながら、夜半に練習に入るという過酷な環境の中で、未来を信じ、

前向きに、希望を持って努力することの大切さを、若い女子選手たちに教えられたような気がいた

します。

　さて、皆様のご尽力により平成２３年４月１日から当協会は公益社団法人となりました。当協会

の活動が産業の活性化と都市の景観美に少なからず寄与していることは自明のことですが、社会、

経済の展望が見えない中、前向きに希望を持って活動し、提言し、それを広くアピールすることが

大切であると考えております。例えば、不必要な照明やバリアフリー的な設備、観光都市東京の都

市景観上必要な照明までもが電源を切られているのは経済振興、産業振興にならず、ひいては我が

国の復興を遅らせることにもなりかねません。節電対策を尊重しながらも、過剰な節電は見直さな

ければならないと考えております。

　また当協会の事業活動の中心となっている「車体利用広告等デザイン審査委員会」は、今年度より

都知事が正式に認可した委員会になりました。この委員会の活動領域を広げ、活発化することも求め

られております。さらに東京屋外広告コンクールの実施、機関誌「ＴＯＡＡ」の充実化、ホームペー

ジの強化等、これらの諸事業についてはより広範に都民の皆様に周知することが必要と思います。

　先般６月８日に公益社団法人東京屋外広告協会として第一回目の総会が役員、会員の皆様のご協

力を賜り無事終了し、新役員・監事体制および昨年度の事業活動・決算が承認され、同時に委員会

および各事業の活性化案が承認されております。これら活性化案の実施と当協会の活動につきまし

ては、会員および役員の皆様のご協力が不可欠と思いますので、一層のご尽力を賜るようお願い申

し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東京商工会議所特別顧問）

未来を信じ､前向きに､希望を持って努力する

公益社団法人 東京屋外広告協会　

会　長　井  上  裕  之　



ＴＯＡＡ　ＲＥＰＯＲＴ

− � −

１．開催の日時及び場所
(1) 日時　平成 23年６月８日（水）　午後３時

～４時
(2) 場所　千代田区丸の内３－２－２　東商

スカイルーム（東商ビル８階）

２．会員の現在数　　118 名

３．出席会員数　　　65 名
　　（本人出席 46 名　代理人による出席 19 名）

４．議事
　井上会長の開会挨拶の後、事務局から出席
状況について会員総数 118 名、本人及び代理
人による出席が 65 名であり、第 83 回定期総
会の開催は成立する旨報告があった。

(1) 議長選出の件
　事務局から、議長選出について定款第 24
条４項に基づき、井上会長に議長をお願い
したい旨、一同に諮ったところ、異議なく
承認された。

(2) 議事録署名人の選任に関する件
　議長から、議事録署名人の選任について、
一同に諮ったところ議長一任となり高村 徹
氏、間宮 泰三氏の両名を選任した。

(3) 第１号議案　平成22年度事業報告（案）に
ついて

　議長の指名により事務局から、平成 22 年
度事業報告（案）について詳細に説明した後、
議長から一同に諮ったところ、全員異議な
く原案どおり承認された。

(4) 第２号議案　平成22年度決算報告（案）に
ついて

　議長の指名により事務局から、平成 22 年
度収決算報告（案）について詳細に説明し
た後、議長から一同に諮ったところ、全員
異議なく原案どおり承認された。

(5) 第３号議案　平成23年度理事改選（案）に
ついて

　議長の指名により事務局から、平成 23 年
度は理事の改選期にあたり、任期は２年の
旨説明のあと、25 名の理事候補者全員の氏
名を読み上げた後、議長から一同に諮った
ところ、全員異議なく原案どおり承認され
た。

第 83 回定期総会を開催

(6) 第４号議案　平成23年度監事改選（案）に
ついて

　議長の指名により事務局から、監事の任
期は４年の旨説明し、定款第 12 条により監
事の１名の増員と、監事候補者３名の氏名
を読み上げた後、議長から一同に諮ったと
ころ、全員異議なく原案どおり承認された。

　以上で議案の審議を終了し、報告事項に移っ
た。

(7) 報告事項　新定款について
　議長の指名により事務局から、平成 23 年
４月１日から施行されている新定款により
改編されたところについて詳細に説明し、
さらに公益的事業の推進、および監事の職
責強化等を説明し、一同これを了承した。

(8) 報告事項　機関誌「ＴＯＡＡ」の発行回数に
ついて

　議長の指名により石原広報委員長から、
年６回発行している機関誌を年４回の発行
にしてホームページを強化する旨報告があ
り、一同これを了承した。

(9) 報告事項　委員会の統廃合（案）について
　議長の指名により間宮総務委員長から、
現在ある 12 の委員会を６の委員会に統廃合
する案について、定款 36 条に基づき理事会
で人員等詳細を確定する旨説明し、一同こ
れを了承した。

(10)報告事項　東京都知事が認定する「車体
利用広告等デザイン審査委員会設置要綱」
について

　議長の指名により廣邊車体利用広告等デ
ザイン審査委員長から、申請の経過説明と
要綱について詳細な説明があり、都知事よ
り認可がおり次第、全会員に報告する旨説
明し、一同これを了承した。

(11)報告事項　定時社員総会の開催回数につ
いて

　議長の指名により事務局から、定款の第
23 条に基づき定時社員総会は、年１回事業
年度終了後３ヵ月以内に開催する旨報告が
あり、一同これを了承した。

　以上で、全ての議案・報告を終了した。

公益社団法人 東京屋外広告協会 定期総会議事録

　平成 23 年６月８日（水）東商スカイルームにおいて公益社団法人として初めての総会が開催された。
事務局より会員総数 118 社のうち 65 名の出席があり、総会成立の報告があり開会。
　井上会長の開会挨拶の後、議事録署名人に高村徹氏、間宮泰三氏を選任し、議長には井上会長を選任
して議事に入る。
　本総会は、平成 22 年度の事業報告・決算の承認と、理事、監事の退就任、公益社団法人にむけ各委
員会の改組、東京都知事が認定する「車体利用広告等デザイン審査委員会設置要綱」について等が主要
な討議、報告事項である。
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平成 22 年度決算報告

収 支 計 算 書

（平成 22 年４月１日��平成 2� 年�月 �� 日�����平成 2� 年�月 �� 日���平成 2� 年�月 �� 日�������

（単位：円）

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　　　　考

Ⅰ 事業活動収支の部

　１．事業活動収入

000入収用運産財本基）１（　　　

560,01539,9000,02入収用運産資定特）２（　　　 特定資産定期利息

　　　　 　①特定資産利息収入 20,000 9,935 10,065

000,030000,03入収金会入）３（　　　

　　　（４）会費収入

　　　　 　①法人会員会費収入 7,920,000 7,680,000 240,000 法人　96件

　　　　 　②個人会員会費収入 640,000 600,000 40,000 個人　15件

　　　　   ③団体会員会費収入 750,000 750,000 0 団体　12件

00入収費会員会助賛④   　　　　

　　　　   　　　　 会費収入計 9,310,000 9,030,000 280,000

　　　（５）事業収入

000,001 △000,642,1000,641,1入収料告広①　 　 　　 「TOAA  REPORT」広告料

000,211 △000,249000,038入収費加参事行②　  　 　　 総会懇親会､視察会､合同年賀会

000入収等費会習講③　  　 　　

　　 　  　④屋外広告コンクール事業収入 1,350,000 1,490,000 △ 140,000 隔年実施

　　　　　　　広告コンクール協力金収入 400,000 460,000 △ 60,000

　　　　　　　広告コンクール特別会費収入 950,000 1,030,000 △ 80,000

　　 　      ⑤車体利用広告デザイン審査事業収入 1,600,000 1,205,000 395,000 バス等ラッピング審査料

　　　　   　　　　 事業収入計 4,926,000 4,883,000 43,000

920,4179000,5入収雑）６（　　　 預金利子等

　　　　　　事 業 活 動 収 入 計 14,291,000 13,923,906 367,094

0
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（単位：円）

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　　　　考

　２．事業活動支出

　　　（１）事業費支出

088,001021,626,2000,727,2出支費件人①　 　　　　 事務局長分

　　　　 　　　  給与手当支出 2,475,000 2,475,000 0

088021,151000,251出支当手勤通  　　　 　　　　

000出支金職退  　　　 　　　　

　　　　 　　　  福利厚生費支出 100,000 0 100,000

000,0010000,001出支費究研査調②　　　　　 屋外広告に関する調査・研究

000,0010000,001出支費会究研  　　　 　　　　

087,06022,701000,861出支費修研習講③　　　　　 車体利用広告セミナー開催

002,1008,43000,63出支費品耗消  　　　 　　　　

085,9024,24000,25出支料借賃  　　　 　　　　

000,03000,03000,06出支金謝  　　　 　　　　

000,020000,02出支費搬運信通  　　　 　　　　

　　　　　④出版広報費支出 1,960,000 1,456,712 503,288 「TOAA REPORT」隔月発行

156,36943,63000,001出支費品耗消  　　　 　　　　

　　　　 　　　  印刷製本費支出 1,200,000 1,043,580 156,420

000,021000,031000,052出支金謝  　　　 　　　　

　　　　 　　　  通信運搬費支出 400,000 241,783 158,217 TOAA送料､HPメンテナンス等

000,5000,5000,01出支費通交費旅  　　　 　　　　

　　　　　⑤屋外広告コンクール事業費支出 2,545,000 1,983,815 561,185 隔年実施

　　　　 　　　  審査会議費支出 170,000 164,209 5,791

000,031000,071000,003出支金謝  　　　 　　　　

211,373888,674,1000,058,1出支費事行  　　　 　　　　

282,25817,271000,522出支費費雑  　　　 　　　　

　　　　　⑥車体広告ﾃﾞｻﾞｲﾝ審査事業費支出 565,000 465,253 99,747

360,01739,93000,05出支費搬運信通  　　　 　　　　

308,6791,83000,54出支費議会  　　　 　　　　

0000,073000,073出支金謝  　　　 　　　　

188,28911,71000,001出支費品耗消  　　　 　　　　

　　　　　⑦会議懇談会費支出 1,400,000 1,399,571 429 総会・理事会等

　　　　　⑧その他事業費支出 312,000 113,474 198,526

625,921474,07000,002出支費品耗消  　　　 　　　　

0000,21000,21出支費通交費旅  　　　 　　　　

　　　　 　　　  通信運搬費支出 100,000 31,000 69,000

   　　　　 　　事 業 費 支 出 計 9,777,000 8,152,165 1,624,835
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（単位：円）

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異 備　　　　考

　　　（２）管理費支出

285,33814,554,2000,984,2出支費件人①　　　　　 事務局員分

0000,059,1000,059,1出支当手与給                

069040,831000,931出支当手勤通                

000出支金職退                

226,23873,763000,004出支費生厚利福                

731,22368,721000,051出支費議会②　　　　　 総会・理事会等

000,71000,32000,04出支費通交費旅③　　　　　

917182,942000,052出支費搬運信通④　　　　　 郵券代、電話・FAX代等

640,43459,53000,07出支費品耗消⑤　　　　　

545,61554,38000,001出支費本製刷印⑥　　　　　

616483,42000,52出支費料水熱光⑦　　　　　

008,9002,032,2000,042,2出支料借賃⑧　　　　　 事務所賃料

0000,513000,513出支金謝⑨　　　　　 公認会計士新公益法人移行業務委託費

0000,07000,07出支課公⑩　　　　　 地方税均等割分

0000,51000,51出支金担負⑪　　　　　 東京商工会議所年会費

0000,002000,002出支酬報査監⑫　　　　　

333,431766,513000,054出支費雑⑬　　　　　

   　　　　 　　管 理 費 支 出 計 6,414,000 6,145,222 268,778

　　　　　　事 業 活 動 支 出 計 16,191,000 14,297,387 1,893,613

　　　　　  事 業 活 動 収 支 差 額 △ 1,900,000 △ 373,481 △ 1,526,519

Ⅱ 投資活動収支の部

　１．投資活動収入

　　　（１）特定資産取崩収入 2,200,000 2,200,000 0

　　　 　　①退職給付引当資産取崩収入 0 0 0

　　　 　　②共栄基金取崩収入 2,200,000 2,200,000 0

　　　　　　投 資 活 動 収 入 計 2,200,000 2,200,000 0

　２．投資活動支出

0000,003000,003出支得取産資定特）１（　　　

　　　 　　①退職給付引当資産取得支出 300,000 300,000 0

　　　　　　投 資 活 動 支 出 計 300,000 300,000 0

　　　　　  投 資 活 動 収 支 差 額 1,900,000 1,900,000 0

Ⅲ 財務活動収支の部

000入収動活務財．１　

000出支動活務財．２　

000額 差 支 収 動 活 務 財  　　　　　

915,625,1 △915,625,10 額 差 支 収 期 当  　 　　　

655,923,1 △655,923,10額 差 支 収 越 繰 期 前  　 　　　

570,658,2 △570,658,20額 差 支 収 越 繰 期 次  　 　　　
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貸　　借　　対　　照　　表

（平成 23 年３月 31 日現��現���

(単位：円）

減　増度年前度年当目　　　　科

Ⅰ 資産の部

　　１．流動資産

104,383,1202,584,1306,868,2金預金現    　　　　　

000金　収　未    　　　　　

104,383,1202,584,1306,868,2計合産資動流　　　　　　　　　

　　２．固定資産

000産財本基）１（　　　

　　　（２）特定資産

0400,253400,253金預期定当引金証保    　　　　　

000,003603,920,1603,923,1産資当引付給職退    　　　　　

000,002,2 △000,005,5000,003,3）金預期定（金基栄共    　　　　　

000,009,1 △013,188,6013,189,4計合産資定特　　　　　　　　　

　　　（３）その他固定資産

0482,521482,521権入加話電    　　　　　

0000,771000,771金　　　敷    　　　　　

　　　　　　　　　その他固定資産合計 302,284 302,284 0

000,009,1 △495,381,7495,382,5計合産資定固　　　　　　　　　

995,615 △697,866,8791,251,8計合産資　　　　　　　　　

Ⅱ 負債の部

　　１．流動負債

000,941 △000,9410金　受　前    　　　　　

288,5646,6825,21金り預料険保会社    　　　　　

811,341 △646,551825,21計合債負動流　　　　　　　　　

　　２．固定負債

000,003603,920,1603,923,1金当引付給職退    　　　　　

000,003603,920,1603,923,1計合債負定固　　　　　　　　　

288,651259,481,1438,143,1計合債負　　　　　　　　　

Ⅲ 正味財産の部

000産財味正定指．１　　

000計合産財味正定指　　　　　　　　　

184,376 △448,384,7363,018,6産財味正般一．２　　

　　　　　    （うち基本財産への充当額） （　  　       0 ） （　  　       0 ） （　　          0 ）

　　　　　    （うち特定資産への充当額） （　3,652,004） （　5,852,004） （△2,200,000）

184,376 △448,384,7363,018,6計合産財味正　　　　　　　　　

　　　　　　　　　負債及び正味財産合計 8,152,197 8,668,796 △ 516,599
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正味財産増減計算書

（平成 22 年４月１日��平成 2� 年�月 �� 日�����平成 2� 年�月 �� 日���平成 2� 年�月 �� 日�������
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　この他の付表及び別表等は第８３回定期総会報告書または当協会のホームページをご覧下さい。
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公益社団法人 東京屋外広告協会　役員名簿
（理事の任期は平成 23 年６月８日から２年　監事の任期は平成 23 年６月８日から４年）

役職名 常・非 氏　 名 勤務先及び役職名 再任・新任

理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

会　長 非 井 上 裕 之 東京商工会議所　特別顧問 再任

副会長 〃 廣 邊 裕 二 東京ネオン㈱　相談役 〃

〃 〃 滝　　 久 雄 ㈱ＮＫＢ　会長 〃

〃 〃 古 澤 英 明 東電広告㈱　社長 〃

常任理事 〃 石 原 能 郎 ㈱東広　社長 〃

〃 〃 小野寺　忠之 ㈱春光社　会長 〃

〃 〃 神田橋　 　治 ㈱ＴＯＭＯＥ　社長 〃

〃 〃 栗 本 周 二 ㈱ジェイアール東日本企画　常務取締役 新任

〃 〃 高 村　　 徹 ㈱昭和ネオン　社長 再任

〃 〃 谷　　 恭 司 ㈱日本スタデオ　会長 〃

〃 〃 正 盛 和 彦 ㈱オリコム　社長 新任

〃 〃 間 宮 泰 三 協立広告㈱　会長 再任

理　事 〃 板 野 遵三郎 ㈱ウララネオン　社長 〃

〃 〃 稲 川　　 一 ㈱文宣　社長 〃

〃 〃 岩 田 天 植
㈱博報堂ＤＹメディアパートナーズ

　アウトドアメディア局長
〃

〃 〃 市 橋 孝 二 リンテック㈱　常務取締役 〃

〃 〃 那 波 俊 哉 ㈱東急エージェンシー　ＯＯＨメディア局長 新任

〃 〃 大 村 義 親 ㈱弘亜社　会長 再任

〃 〃 岡 部 義 裕 東京商工会議所　常務理事 〃

〃 〃 小 林 末 光 学識経験者 〃

〃 〃 長 渡 泰 三 ㈱日交　社長 〃

〃 〃 福 山 達 雄 ㈱日広通信社　社長 〃

〃 〃 栁 舘　　 毅 ㈱電通　アウト・オブ・ホーム・メディア局長 新任

〃 〃 武 藤 虎之介 ㈱広正社　社長 再任

〃 常 沖 村 修 平 （公社団）東京屋外広告協会　事務局長 新任

監　

事

監　事 非 高 橋 源 治 ㈱共和企画　社長 再任

〃 〃 堀 井 淳 史 公認会計士 新任

〃 〃 中 橋　　 光 ㈱大晃　社長 新任

顧　問 非 中 村 利 雄 日本・東京商工会議所　専務理事 再任



　平成 23 年７月に開催の総務委員会において、設立趣旨の目的を果たした委員会や、休眠状態になっ
ている委員会を廃し、従来の 12 委員会を６委員会に再編する案が策定され、本総会で承認された。
　公益社団法人では、その活動実績や公益性を具体的に問われることもあり、そのため会員外の一般都
民に対する当協会の情報提供や活動に力点を置いた編成となった。各委員会の主な活動内容と委員長お
よび委員は下記の通り。

公益社団法人 東京屋外広告協会　各委員会 委員長
平成 23 年９月 13 日
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　１．総務委員会　委員長　　　　　　　　　　　　　　　間 宮 泰 三 氏
　２．広報委員会　委員長　　　　　　　　　　　　　　　滝 　 久 雄 氏
　　　編集小委員会　委員長　　　　　　　　　　　　　　石 原 能 郎 氏
　３．屋外広告物振興委員会　委員長　　　　　　　　　　小野寺 忠 之氏
　４．事業委員会　委員長　　　　　　　　　　　　　　　正 盛 和 彦 氏
　５．車体利用広告等デザイン審査委員会　委員長　　　　廣 邊 裕 二 氏
　　　デザイン審査実施小委員会　委員長　　　　　　　　廣 邊 裕 二 氏
　６．東京屋外広告コンクール特別委員会　委員長　　　　廣 邊 裕 二 氏

委員会再編成
旧委員会 新委員会

１．総務委員会
２．調査委員会
３．広報委員会
４．法規委員会
５．事業委員会
６．情報委員会
７．車体利用広告審査委員会
８．東京屋外広告コンクール特別委員会
９．標識事業委員会（終了）
10．新公益法人特別委員会（終了）
11．景観委員会
12．会員増強委員会

１．総務委員会（会員増強委員会と統合）
２．広報委員会（情報委員会と統合）
３．屋外広告物振興委員会（法規・景観・調査委員会と統合）
４．事業委員会（セミナー・見学会を年一回実施）
５．車体利用広告等デザイン審査委員会（年４回実施）
６．東京屋外広告コンクール特別委員会（隔年実施）

委員会の再編成について

公益社団法人 東京屋外広告協会各委員会の活動内容

１．総務委員会
　　理事会・総会にかける案について審議するほか、財務、会員、事務局等を総括管理する。
　　年２～４回の開催予定のほか、必要に応じ開催する。
２．広報委員会

機関誌「ＴＯＡＡ」の編集発行のほか、広く一般都民に周知するためにホームページを強化、拡充
する。
機関誌の編集については小委員会を設けて行う。
年４回の開催予定のほか、必要に応じ開催する。

３．屋外広告振興委員会
屋外広告関連の法規、景観等を調査研究し、都市の景観美と調和をはかるため屋外広告を推進する。
年一冊程度の調査研究報告書（パンフレット等）を発刊する。

４．事業委員会
屋外広告の発展、振興をはかるためのセミナーおよび施設見学会を実施する。
それぞれ年１回実施する。

５．車体利用広告等デザイン審査委員会
電車・バス・タクシー等の車体利用広告等のデザイン審査をする。
デザイン審査は、実施小委員会を設け、審査案件を遅滞なく審査する。

６．東京屋外広告コンクール特別委員会
隔年ごとにコンクールを実施し、入賞作品を都内に展示する。
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　東京都は、公益社団法人東京屋外広告協会が設置する「車体利用広告等デザイン審査委員会」を、そ
の設置要綱に基づき、東京都屋外広告物条例施行規則第１条第６項に規定する「知事が別に定める委員
会等」として、平成２３年４月１日付けで認定した。
　これにより当委員会は、１０月１日から「広告宣伝車」のデザイン審査を始める。

（設置）
第１　広告デザインについて広告主、事業者等へ意見を述べ、良質なデザインへと誘導を図ることによ

り、街並みと調和した優れた屋外広告物の普及を図るため、車体利用広告等デザイン審査委員会
（以下、委員会という。）を設置する。

（所掌事項）
第２　委員会は、次の活動を行う。

(1) 車体利用広告等のデザイン審査基準に基づき、優良な広告デザインを誘導する。
(2) 広告物の表現は自由であることに留意し、且つ、都民生活の安寧に貢献するための広告デザ

インを誘導する。
(3) 車体利用広告等の広告デザインの適正な発展のための資料及び情報収集を行うとともに、幅

広く周知を行う。
(4) その他、日頃より目的の達成を果たすための活動を積極的に行う。

（構成）
第３　委員会の委員は、次に掲げるものをもって組織する。

(1) 学識経験者　５名以内
(2) 交通事業者の代表　　　２名以内
(3) 広告代理店の代表　　　２名以内
(4) 屋外広告業の代表　　　２名以内

（委員の選任）
第４　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。なお、欠員のあるときの補欠委員の任期は前任者の残

留期間とする。

（委員長の選任）
第５　委員長は東京屋外広告協会（以下、協会という。）の理事会が選任する。

なお、委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長が指定する委員がその職務を代理する。

（実施委員の選任）
第６　委員会開催に先立ち、実施委員によるデザイン協議を行うこととする。

実施委員は、委員の内より屋外広告業界等で永年に亘って実績のある者を選任することとし、委
員会が選任する。実施委員は６名以内とする。

（委員会の開催）
第７　委員会は委員長が招集する。

(1) 原則として毎月開催するものとする。委員長の判断により会議資料の配付によって委員会開
催と見なすことができる。

(2) 実施委員会は、原則として毎月開催されるものとする。但し審査案件が多い場合や実施委員
の日程調整が困難な場合は、各実施委員の持ち回り審査を可能とする。

（委員の報酬）
第８　委員の報酬は、理事会により決定し支給する。

（その他）
第９　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が別途定める。

付則
この要綱は、平成２３年４月１日より実施する。

車体利用広告等デザイン審査委員会設置要綱
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　広告宣伝車車体利用広告等のデザインは、東京都屋外広告物条例及び施行規則ならびにその他の

関係条例、規則を遵守するため、下記にある車体利用広告自主審査基準に基づきデザインを審査い

たします。

１．基本方針

(1) 交通安全に配慮したデザインとすること。

(2) 公共空間に相応しいデザインとすること。

(3) 街区の景観に配慮したデザインとすること。

(4) 街区の賑わいに資する洗練されたデザインとすること。

(5) 年齢、性別に係らず人々に不快感を与えないデザインとすること。

(6) 社会的弱者に配慮したデザイン及び広告方法とすること。

２．広告の表示内容

(1) 基本的事項

ア　公序良俗に反しないこと。

イ　基本的人権を損なわないこと。

ウ　消費者保護の観点から適切な内容とすること。

エ　児童及び青少年保護の観点から適切な内容とすること。

(2) 制限すべき表示内容

ア　虚偽または誇大な表示。

イ　根拠の無い最高、最大等の断定的表示。

ウ　根拠の無い効果、効能の表示。

エ　根拠の無い比較広告による表示。

オ　責任所在が明確でない表示。

３．広告デザインに関する基準

(1) 基本的事項

ア　公序良俗に反しないこと。

イ　公衆に対し、不安、不快の念を与えないこと。

ウ　暴力、犯罪など反社会的行為を誘発、助長させる恐れのないこと。

広告宣伝車車体利用広告等デザイン審査基準
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(2) 交通安全面から特に配慮、規制すべきデザイン

ア　信号機または道路交通標識等の効用を妨げるデザインでないこと。

イ　人や商品等が車道に飛び出すように見えるデザインでないこと。

ウ　自動車運転者等の距離感や平衡感覚を惑わすデザインでないこと。

　　（例えば渦巻き模様、チェック柄、水玉模様など）

エ　自動車運転手等の注意力を散漫にさせるデザインでないこと。

オ　過度に鮮やかな模様、色彩が使用されていないこと。

カ　文字表記が多く読ませる形式になっていないこと。

キ　絵柄や文字が過密でないこと。

ク　身体の一部（目、口、鼻等）を異常に強調していないこと。

(3) 景観面から特に規制、配慮すべきデザイン

ア　文字を出来るだけ少なく、絵や写真でイメージを伝えるデザインとすること。

イ　彩度の高い色、原色、金銀色を広範囲に使用しないこと。

ウ　著しくどぎついデザインや、くどいデザインを使用しないこと。

(4) 自主規制または禁止すべき事項

ア　車体正面（運転者面）の広告宣伝目的の表示は禁止とする。

イ　車体後面の広告宣伝等のデザイン表示は、後続する車両運転者の注意力を散漫にする恐れが

あるので、極力抑えた表現にすること。

ウ　広告表示を目的とした走行は、午前８時から午後 11 時までとする。

エ　広告表示面への照明は、出来るだけ明るさを抑え、点滅は禁止とする。

広告宣伝車車体利用広告等デザイン審査申込要領

(1) 審査申込書に所要事項を記入の上申し込み下さい。

(2) 審査基準に合格したデザインには、車体利用広告等デザイン審査委員会の審査済の押印をいたします。

(3) 審査費用はデザイン一点につき、8,000 円です。

(4) 審査期間は内容にもよりますが、概ね７日～ 10 日間です。

広告宣伝車車体利用広告等デザインの審査申込先

　公益社団法人 東京屋外広告協会　車体利用広告等デザイン審査委員会　宛

　　〒100-0005　千代田区丸の内３－２－２　東京商工会議所ビル７Ｆ

　　ＴＥＬ ０３－３２１３－１９６３　　ＦＡＸ ０３－３２１２－３７１８
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　ロンドンのタクシーはブラック・キャブの愛
称がついているとおり黒塗り。30 数年前に訪問
したときは、そのズングリ・ムックリしたスタ
イルのせいもあっていささか無骨に感じた。し
かし、今回の訪問では、昔とまったくかわらぬ
オースチンの車体に懐かしさと愛着を覚えた。
　ビックリしたのは５、６台に一台の割合でラッ
ピング広告をしたものが走っていたことである。
意固地なまでに保守的なこの国は反面、時とし
てビックリするほど斬新なことをやってのける。
それがまた実に小粋で楽しいデザインに仕上
がっているのだ。赤、青、黄色と、とりどりの
カラー地色に文字やイラストをセンスよくレイ
アウトしている。デザインは時にボンネットや
窓枠にも至り、車体が丸みを帯びているからよ
くなじんでいる。古色然とした街並みが明るく
なったような気がした。
　このタクシーは車高が高いだけあって乗り降
りが楽である。シートは二人がけのベンチ式だ

世界サイン紀行Ⅲ
 ラッピングタクシー

　小 野 博 之

が、向かいの折畳式シートを倒せば四人乗りと
なる。向かい合って座る点はバスに似ている。
ほとんどが個人タクシーだそうだから、広告を
出すかどうかも個人の裁量によるものだろうか。
　こんなタクシーが東京の街にも走ればさぞや
楽しいことだろう。

小野博之氏のプロフィール
　1940 年　富山県生まれ　明治大学工学部建築学科卒
　㈱東京システック入社　1980 年　社長に就任
　現在　取締役相談役
著作者小野博之氏のご厚意で、「世界サイン紀行」から抜粋し、各国、各都市の個性と文化の香
りがする広告物（サイン）を軽妙洒脱な紹介記事とともに、今回から連載で掲載いたします。



後を追うこの路地裏に春日傘

七夕や髪ぬれしまま夕立ちに

分限者の印肥満の時もあり	 （吉  原  千  晃）

※ご支援ありがとうございました。しばらくの間ＴＯＡＡ川柳はお休みをいただきます。

2011 －９

− 15 −

ＴＯＡＡ川柳

題　　肥満・七夕・傘 他自由題
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事　務　局　だ　よ　り

◎総務委員会
日　時：平成23年５月11日（水）午後１時30分
場　所：協立広告㈱　会議室
出席者：間宮委員長、小野寺副委員長、廣邊
副会長、小林、谷、高村、長渡、中橋、長屋
各委員、事務局 沖村、三須
議　題：１．平成 22 年度事業報告案について
　　　　２．平成 22 年度決算報告案について
　　　　３．「車体利用広告等デザイン審査委
　　　　　　員会」設置要綱について
　　　　４．新事務局長の理事就任について
　　　　５．委員会活動の統廃合について
　　　　６．その他

日　時：平成23年７月14日（木）午後１時30分
場　所：協立広告㈱　会議室
出席者：間宮委員長、廣邊副会長、小野寺、
神田橋、小林、長渡、長屋各委員、事務局 沖村、
三須
議　題：１．委員会の委員委嘱（案）と活動
　　　　　　内容（案）について

◎広報委員会
日　時：平成23年５月13日（金）午後４時
場　所：㈱春光社　会議室
出席者：石原委員長、山下委員、事務局 沖村、
三須
議　題：１．広報誌発行回数等について
　　　　２．その他

日　時：平成23年８月24日（水）午後３時
場　所：㈱ＮＫＢ　会議室
出席者：滝委員長、八木澤、武藤、石原副委
員長、高橋、稲川、小沢、仲村、阿部各委員、
事務局 沖村、三須
議　題：１．広報委員会の活動について

◎平成 23 年度第１回理事会
日　時：平成23年６月８日（水）午後２時
場　所：東商スカイルーム（東商ビル８階）
出席者：21 名
議　題：１．平成22年度事業報告(案)について
　　　　２．平成22年度収支決算(案)について
　　　　３．役員改選について

◎第 83 回定期総会
日　時：平成23年６月８日（水）午後３時
場　所：東商スカイルーム（東商ビル８階）
出席者：65 名
議　題：１．平成22年度事業報告(案)について
　　　　２．平成22年度収支決算(案)について
　　　　３．役員改選について

◎臨時理事会
日　時：平成23年６月８日（水）午後２時
場　所：東商スカイルーム（東商ビル８階）
出席者：21 名
議　題：１．代表理事の選任について
　　　　２．第 83 回定期総会で承認された議
　　　　　　件の執行について

◎車体利用広告等デザイン審査委員会
日　時：平成23年７月13日（水）午後２時
場　所：東京商工会議所　301 特別会議室
出席者：廣邊委員長、栗本副委員長、太田、小野、
国井、高橋各委員、事務局 沖村、三須
議　題：１．広告宣伝車の広告表示ガイドラ
　　　　　　インについて

（異動）
◎住所変更
　㈱京王エージェンシー
　　〒163-0867　新宿区西新宿２－４－１

新宿ＮＳビル23Ｆ
　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ変更なし

　㈱広正社
　　〒125-0062　葛飾区青戸６－１－ 13

　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ変更なし

　京王広告会
　　〒163-0867　新宿区西新宿２－４－１

新宿ＮＳビル23Ｆ
㈱京王エージェンシー交通広告事業部内

　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ変更なし

　㈱文協
　　〒171-0022　豊島区南池袋１－ 13－ 23

池袋ＹＳビル５Ｆ
　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ変更なし

　フォトビジョンジャパン㈱
　　〒136-0082　江東区新木場２－２－９

　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ変更なし

◎退会
　㈱春光社　　　相談役　望月　國雄氏（法人）

　㈱春光社　　執行役員　高橋　雅司氏（法人）

◎社名変更
　（新）㈱フジサワ・コーポレーション
　（旧）㈱ローヤルカラー

　（新）㈱アイ・エヌ・ジーグラフィックアーツ
　（旧）㈱アイ・エヌ・ジー

　（新）東京レクラム新社㈱
　（旧）東京レクラム㈱


